
風
信

◎
長
崎
親
善
人
形
の
会（
瓊
子
の
会
）

　

1
9
2
7
年（
昭
和
二
）日
本
と
ア
メ
リ
カ
の
関
係
が
お
か
し
く
な
っ
て
ゆ
く
中

で
、
当
時
宣
教
師
で
同
志
社
大
学
の
先
生
だ
っ
た
ギ
ュ
ー
リ
ッ
ク
一
世
は
、
子
供
た

ち
の
純
真
な
心
を
通
じ
日
本
と
ア
メ
リ
カ
の
関
係
を
、
す
ば
ら
し
い
も
の
に
し
た
い

と
思
い
ア
メ
リ
カ
か
ら「
青
い
目
の
人
形
」を
日
本
の
子
供
た
ち
に
送
ろ
う
と
考
え
、

ア
メ
リ
カ
の
国
中
に
人
形
を
送
る
こ
と
を
訴
え
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
約
１
２
，
6
0
0
体
の
人
形
が
集
ま
り
、
日
本
の「
雛
祭
り
」の
日
に

届
く
よ
う
に
船
に
乗
せ
て

送
っ
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
中
の
2
1
4
体
を
長

崎
県
が
受
取
り
学
校
や
幼
稚

園
に
配
ら
れ
ま
し
た
。
し
か

し
、
現
在
は
平
戸
の
幼
稚
園

の
エ
レ
ン
・
Ｃ
と
島
原
第
一

小
学
校
の
リ
ト
ル
・
メ
リ
ー

の
2
体
の
み
残
っ
て
い
る
だ

け
で
す
。

　

日
本
で
は
実
業
家
の
渋
沢

栄
一
氏
を
中
心
に
受
け
取
り

ま
し
た
。
そ
の
お
返
し
と
し

て「
日
本
人
形
」（
市
松
人
形
）

を
送
る
こ
と
に
な
り
、
58
体

が
作
ら
れ
、
県
や
市
な
ど
の

代
表
と
し
て
名
前
が
付
け
ら

れ
ま
し
た
。

　

長
崎
県
の
代
表
と
し
て
、

ミ
ス
長
崎 

長
崎
瓊
子
と
名
前
が
付
け
ら
れ
、
ア
メ
リ
カ
へ
12
月
の
ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ

ゼ
ン
ト
と
し
て
届
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

第
二
次
世
界
大
戦
の
時
、
青
い
目
の
人
形
は
燃
や
さ
れ
た
り
壊
さ
れ
た
り
し
て
、

ほ
と
ん
ど
が
無
く
な
り
ま
し
た
。
今
日
ま
で
に
全
国
で
約
3
3
0
体
が
発
見
さ
れ
て

い
ま
す
。
一
方
日
本
か
ら
送
っ
た
市
松
人
形
は
44
体
が
発
見
さ
れ
、
博
物
館
な
ど
に

保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

2
0
0
3
年
に「
長
崎
瓊
子
の
里
帰
り
展
」を
開
催
し
、
大
成
功
に
終
り
ま
し
た
。

そ
の
目
的
を
受
け
つ
ぎ
、
今
後
も
活
動
し
て
ゆ
こ
う
と
、「
長
崎
親
善
人
形
の
会
」は

発
足
し
ま
し
た
。

◎
キ
ッ
ズ
ゲ
ル
ニ
カ
国
際
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

1
9
3
7
年
ド
イ
ツ
軍
コ
ン
ド
ル
兵
団
が
ス
ペ
イ
ン
の
小
さ
な
村
ゲ
ル
ニ
カ（
人

口
約
1
万
人
）ま
で
飛
ん
で
来
て
攻
撃
し
、
村
を
破
壊
し
、
死
者
6
5
4
人
・
負
傷

者
8
8
9
人
の
犠
牲
者
を
出
し
ま
し
た
。
こ
の
攻
撃
を
知
っ
た
、
ス
ペ
イ
ン
の
画
家

パ
ブ
ロ
・
ピ
カ
ソ
が
抗
議
を
表
す
作
品
を
1
ヶ
月
で
完
成
さ
せ
、
パ
リ
の
万
国
博
で

展
示
さ
れ
ま
し
た
。
作
品
名
は「
ゲ
ル
ニ
カ
」と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

キ
ッ
ズ
ゲ
ル
ニ
カ
国
際
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
ゲ
ル
ニ
カ
の
作
品
の
大
き
さ
と
同
じ

キ
ャ
ン
バ
ス
に
平
和
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
描
く
こ
と
だ
け
の
ル
ー
ル
を
決
め
、
世
界
中

で
活
動
す
る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

　
「
長
崎
親
善
人
形
の
会
」は
活
動
の
一
つ
と
し
て
、
子
供
た
ち
に
平
和
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
絵
に
す
る
、
キ
ッ
ズ
ゲ
ル
ニ
カ
に
参
加
す
る
こ
と
を
決
め
、
2
0
0
7
年
よ
り

活
動
を
始
め
、今
日
ま
で
県
内
を
は
じ
め
、カ
ン
ボ
ジ
ア
、ア
メ
リ
カ
な
ど
で
実
行
し
、

38
点
の
作
品
を
完
成
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
ア
メ
リ
カ
、
ハ
ワ
イ
、
カ
イ
ル
ア
のSt Anthony School

で
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
全
校
生
徒
約
３
０
０
人
の
学
校
で
し
た
が

ほ
と
ん
ど
の
生
徒
が
参
加
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

2
0
1
5
年
2
月
19
日
学
校
に
着
く
と
講
堂
に
キ
ャ
ン
バ
ス
が
広
げ
ら
れ
下
絵
が

描
か
れ
て
い
ま
し
た
。
中
心
に
A
L
O
H
A
と
い
う
文
字
が
あ
り
そ
の
ま
わ
り
に
花
・

山
・
ビ
ー
チ
が
描
か
れ
、
平
和
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
表
現
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
色
を
つ

け
は
じ
め
る
と
、
子
供
た
ち
は
ワ
ク
ワ
ク
し
な
が
ら
、
楽
し
そ
う
に
、
描
く
手
を
い

つ
ま
で
も
止
め
よ
う
と
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
先
生
か
ら
は
次
の
よ
う
な
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
私
た
ち
は
、
こ
の
す
ば
ら
し
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
、
あ
な
た
方
と
協
力
し
て
参
加

す
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
に
と
て
も
興
奮
し
て
い
ま
す
。
私
た
ち
の
学
生
は
平
和
を

促
進
す
る
た
め
に
ア
ー
ト
を
使
用
す
る
の
は
、
素
晴
ら
し
い
方
法
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。」

　

校
長
先
生
は
生
徒
達
が
と
り
組
む
姿
を
み
て
涙
を
流
し
喜
ん
で
下
さ
い
ま
し
た
。

◎
ハ
ワ
イ（
ホ
ノ
ル
ル
）

　

私
は
初
め
て
の
ハ
ワ
イ
で
す
。
H
・
I
・
S
の
レ
フ
レ
ア
ト
ロ
リ
ー
を
利
用
し
て

ホ
ノ
ル
ル
の
街
を
楽
し
み
ま
し
た
。
ワ
イ
キ
キ
ビ
ー
チ
で
は
フ
ラ
ダ
ン
ス
シ
ョ
ー
が

開
か
れ
て
い
ま
し
た
。
多
く
の
出
演
者
と
見
物
人
が
い
た
の
で
す
が
、
驚
い
た
の
は

出
演
者
の
ほ
と
ん
ど
が
日
本
人
だ
っ
た
事
で
す
。
聞
く
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
今
は
こ

の
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
付
き
の
ツ
ア
ー
が
あ
る
そ
う
で
す
。

　

ハ
ワ
イ
は
緑
の
多
い
す
ば
ら
し
い
風
景
の
街
で
、
観
光
客
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
又
、

上
半
身
ハ
ダ
カ
で
ジ
ョ
ギ
ン
グ
を
し
た
り
歩
い
た
り
し
て
い
る
人
、
水
着
姿
で
街
の

中
を
歩
い
て
い
る
人
な
ど
に
も
出
合
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
反
面
路
上
生
活
者

が
沢
山
い
て
、
目
前
の
ゴ
ミ
箱
を
あ
さ
っ
て
食
物
や
ら
色
々
な
も
の
を
も
っ
て
帰
る

の
を
何
人
も
見
ま
し
た
。

　

私
が
思
い
描
い
て
い
た
ハ
ワ
イ
と
は
違
っ
た
と
こ
ろ
が
あ
る
の
だ
と
思
わ
さ
れ
ま

し
た
。
で
も
、
は
じ
め
て
の
ハ
ワ
イ
は
観
光
も
含
め
楽
し
い
思
い
で
と
な
り
ま
し
た
。

�

（
長
崎
親
善
人
形
の
会
）

○
三
月
に
な
り
ま
し
た
。
本
会
主
催
の
各
講
座
を
左
記
の
通
り
開
催
い
た
し
ま
す
の
で
御

自
由
に
御
参
加
下
さ
い
。（
会
費
不
要
、
資
料
代
は
各
自
）

一
、
長
崎
学
を
学
ぶ
講
座　

毎
週
月
曜
日
午
前
十
時
半
よ
り（
講
師
は
毎
回
不
同
、
資
料

代
二
〇
〇
円
）

一
、
水
曜
懇
話
会　

毎
週
水
曜
日
午
后
一
時
半
よ
り
三
時
、（
江
口
淳
二
、
吉
田
幸
男
、

四
一
六
号　

平
成
二
十
九
年
三
月
十
日

平
和
を
願
っ
て
キ
ッ
ズ
ゲ
ル
ニ
カ

　
　
　
　
　
　
　
─ 

ア
メ
リ
カ
・
ハ
ワ
イ
に
て 

─野
口
嘉
弘
、
陸
門
良
輔
、
末
永
節
子
、
田
川
康
子
、
村
本
京
の
各
氏
を
中
心
に
し
て
）

一
、
古
文
書
を
読
む
会　

毎
月
第
一
・
第
三
火
曜
日
。
午
前
十
時
半
よ
り
正
午（
指
導
・

川
原
清
、
米
田
輝
臣
、
久
保
美
洋
子
、
力
丸
明
美
、
後
見
・
越
中
哲
也
）

一
、
食
の
文
化
を
考
え
る
サ
ー
ク
ル
。
毎
月
第
二
・
第
四
金
曜
日
午
后
二
時
よ
り（
脇
山

壽
子
女
史
、
太
田
靖
彦
氏
、
大
束
良
平
氏
を
中
心
に
）

○
長
崎
の
古
記
に
み
る
三
月
行
事

　

三
月
三
日
、
上
巳
の
節
句
、
家
々
小
豆
餅
、
鯨
み
そ
あ
え
、
田た

螺に
し

、
蓬ふ
つ

餅
、
桃
酒（
甘
酒
）

を
用
意
、
内
裏
雛
を
飾
る
。

　

四
日
は
裏
節
句
と
て
汐し
お
い于
狩
に
遊
ぶ
。

　

十
日
は
金コ
ン

比ピ

羅ラ

。
十
五
日
は
笠カ
サ

頭ガ
シ
ラ

、
二
十
五
日
は
合カ
ッ

戦セ
ン

場バ

に
て「
ハ
タ
揚
げ
」に
行
く
。

　

長
崎
ぶ
ら
ぶ
ら
節
に

紺
屋
町
の
橋
の
上
で
子
供
の
ハ
タ
喧
嘩　

世
話
町
が
五
・
六
町
ば
か
り
も

二
、
三
日
ブ
ウ
ラ
ブ
ラ　

ブ
ラ
リ　

ブ
ラ
リ
と　

い
う
た
も
ん
だ
い　

チ
ュ
ー

　

三
月
十
七
日
、
彼
岸
入
り　

二
十
日
は
彼
岸
の
中
日
、
ひ
が
ん
団
子
あ
り
。

　

三
月
二
十
一
日　

弘
法
大
師
の
縁
日
・
信
心
ふ
か
き
老
若「
ふ
だ
う
ち
」と
称
し
町
々
の

大
師
堂
を
巡
拝
、
遠
く
は
穴
弘
法
に
行
く
。

○
三
月
二
日
午
后
二
時
半
よ
り「
長
崎
日
本
ポ
ル
ト
ガ
ル
協
会
創
立
五
〇
周
年
」と
な
る
の

で
サ
ン
プ
リ
エ
ー
ル
を
会
場
に
、
長
崎
純
心
大
学
片
岡
留
美
子
学
長
を
迎
え
記
念
講
演

会
開
催
。
演
題
は「
イ
エ
ズ
ス
会
士
日
本
司
教
ル
イ
ス
・
セ
ル
ケ
イ
ラ
の
生
涯
」長
崎
初

期
の
キ
リ
シ
タ
ン
史
の
論
考
、
盛
会
で
し
た
。（
長
崎
日
ポ
協
会
事
務
局
は
在
長
崎
ポ
ル

ト
ガ
ル
名
誉
領
事
館
と
共
に
十
八
銀
行
本
店
内
に
あ
る
）

○
今
月
ご
寄
贈
い
た
だ
い
た
書
籍

一
、
本
馬
貞
夫
氏
よ
り
延
命
寺
開
創
四
百
年
記
念
誌『
い
の
ち
紡
ぎ
て
』長
崎
初
期
の
眞
言

宗
寺
院
延
命
寺
の
歴
史
を
中
心
に
延
命
寺
各
委
員
の
信
仰
説
話
も
多
く
集
録
さ
れ
て
い

た
。

一
、
長
崎
歴
史
文
化
博
物
館
よ
り『
よ
み
が
え
れ
！
シ
ー
ボ
ル
ト
の
博
物
館
』の
展
示
資
料

図
録
。
ド
イ
ツ
・
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
博
物
館
所
蔵
の
新
資
料
を
主
に
し
た
資
料
で
大
い
に
参

考
に
な
っ
た
。（
展
覧
会
は
四
月
二
日
ま
で
）

一
、
学
研
プ
ラ
ス
よ
り『
鳥ち

ょ
う

瞰か
ん

イ
ラ
ス
ト
で
よ
み
が
え
る
歴
史
の
舞
台
』

　

古
代
よ
り
現
代
ま
で
の
代
表
的
な
歴
史
の
舞
台
と
な
っ

た
史
跡
を
取
り
あ
げ
た
鳥
瞰
図
の
中
に「
出
島
」が
あ
り

ま
し
た
。

　
（
学
研
社
発
行
・
一
八
〇
〇
円
＋
税
）

松
尾
　
英
夫

キッズゲルニカワークショップ（ハワイ・カイルア於て）


